小学校5学年　学級活動指導略案
題材名　　　　　「バイキング給食に挑戦しよう」
ねらい　　　　　　・成長や健康維持のために栄養バランスのよい食事をしようという意欲を持つことができる。
　　　　　　　　　　　・主食、主菜、副菜がそろうことで、栄養バランスがよい食事になることを知る。
食育の視点　・望ましい栄養や食事のとり方を理解し、バイキングの食事の取り方について、栄養バランスを考えて選ぶ
ことができる。【心身の健康】【社会性】
展開　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｔ１：教諭　Ｔ２：栄養教諭・学校栄養職員
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	1　本時の学習課題を知る。
バイキング給食に挑戦しよう




２　模擬バイキング（タブレット）をする。


3　本時のめあてを知る。　


4　主食・主菜・副菜について知り、その組み合わせによって栄養バランスがよくなることを知る。
5　学校給食では主食・主菜・副菜が組み合わされ、栄養バランスのよい食事であることを確認する。


6最初に自由に選んだ献立は、主食・主菜・副菜がそろっていたか確認し、再考する。



7　他の児童の意見を聞き、理解を深める。 

8　バイキングの際の約束事を確認する。

9　本時の振り返りをし、ワークシートにこれからのめあてを記入する。
	○宿泊学習の食事がバイキング形式であることを知らせ、
バイキングで気をつけたいこと（マナーなど）について触れながら、学習課題を知らせる。
○やり方について説明し、料理
カードから自由に選ばせるようにする。
○数名の献立を発表させる。
○めあてを掲示する。












〇ワークシートを配布する。
○やり方の説明をする。
○食物アレルギーや好き嫌いのある児童に対しても個別に対応していく。

〇数名の献立を発表させ、栄養バランスについて確認する。




〇食事のとり方についてのめあてを発表させ、毎日の生活の中でも実践しようとする意欲を持たせる。
	




○料理を自由に選ぶようにさせる。



めあて　　バイキングでの食事の組み合わせ方について考えよう。



○食事の基本形態（主食・主菜・副菜）と栄養バランスの関係について知らせる。

○給食は様々な食品を組み合わせて作られていて、栄養バランスがとれていることを知らせる。
・成長に必要な量の確保
・不足しがちな栄養素（カルシウムや食物繊維、ビタミン）の充足
○ワークシートを見せ、主食・主菜・副菜について説明し、自分の選んだ食事の栄養バランスを確認させる。
○児童が選んだ献立の改善点について気づくようにさせる。
○献立に対してアドバイスをする。


○食事のマナーについても考えさせ、バイキングの際に注意することを知らせる。
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掲示資料
料理カード（掲示）

給食写真
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